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研究概要

飼育下の動物の繁殖成績向上を目指して、小型齧歯類（特にデグーに注目しています）や家畜を
対象に、行動のような生体レベルで見られる現象に着目した研究を行っています。

１ 飼育環境や個体の個性と繁殖行動や繁殖成績との関連に関する研究
動物飼育現場では、適正な管理を行い個体群を維持繁殖する
ことが重要な活動の一つです。適正な管理を行うことが繁殖成
績率の向上につながるため、どのような飼育環境がどのような
影響を及ぼすのかを調べています。成体同士はどのような組み
合わせのペアにすると良いのか、生まれてきた子をどのような環
境で飼育すると、繁殖成績の良い成体へ成長するのか、などに
着目しています。

２ 子豚損耗低減化に関する研究
養豚現場では、生まれた命の約10%が分娩後約72時間の間に失われています。分娩開始から、
できる限り早い段階で必要に応じて人為的な介助をおこなうことで、これらの損耗を低減できる可
能性が高まります。そこで、作業者の負担を軽減しつつ人為的介入にスムーズに入れるようなシ
ステムを目指し、分娩前の母豚の行動から、分娩開始時間や、損耗を起こしてしまうリスクの高さ
などを予測するためのモデルの構築を進めています。
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